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＜連絡事項＞

・特記事項ありません。
＜患者様連絡事項＞
・小林　司様～7/7(水)14：00～計画相談面会に来ます。場所は内科診察室です(予約済)。
・原　吉郎様～7/8(木)13：00～わくわくの郷のスタッフが現状確認に来院予定となっています。西山Ns対応となります。
・古屋敷　純子様～本日17：30～7/5(月)17：30まで外泊となります。
・高田　マキ様～母様へコロナワクチンについて連絡しています。すでに接種の有無について市役所へ連絡済みとのこと。接種券届きしだい持参もしくは郵送していただけるとのこと。

＜要注目患者様＞
・堀切川　秀子様～他者干渉はないが、他者を気にする発言聞かれています。トラブルはありません。距離をとるよう心掛けていると話されています。
・久保　興介様～性的逸脱行為や迷惑行為はありません。比較的落ち着いており対応穏やかです。他者交流見られていますが過度な接触はありません。
・藤村　武夫様～10：00療養環境変更目的にて西病棟Bユニットから北病棟へ移動となっています。オリエンテーションでは説明に淡々と返事をされており、自身のことに関してはたどたどしく話しています。転入後は自室で過ごされていること多く他者交流は見られていません。スタッフ対応は穏やかです。
＜田名部Dr診察＞
・古屋敷　純子様～診察時腕が挙がらず肩が痛いと話している。カロナール(200)が毎食後で4日分処方となっている。
・高田　マキ様～診察時コントミンが合わない、頓服で服用しているロラゼパムを臨時に追加してほしいと希望あり。ロラゼパム(0.5)1Tを朝夕に追加。他同内容にて7日分処方となっています。
・畑中　成夫様～診察時坐骨神経痛があると訴えています。臨時薬のロキソプロフェンNaは2T→1Tへ変更。夕のみの服用となり7日分処方となっています。
・久保　興介様～女性患者様への性的逸脱行為はしないよう注意を受けている。診察中は小声で話しており主治医から聞かれたことと違う内容の話をしたりしている。本日夕よりオランザピン(5)1T追加処方となっている。又本人希望にて明日朝より毎朝菓子パンとなります。
・工藤　みず紀様～唾液の量は変わらないと話している。臨時薬のヒベルナは5㎎→25㎎へ増薬となり7日分処方となっている。飲み方は夕のみとなる。
＜歯科＞
・井上　和美様～本日で終了です。
＜転入患者様情報＞
氏名：藤村　武夫様(57)　男性
主治医：田名部Dr　　担当：大久保MNs　計画相談員：関野氏(移山寮)
病名：知的障害、統合失調症
【経過】
中学校卒業後､神奈川県横浜市にある三菱自動車の組立工場へ就職。10年で退職。その後実家に帰省し職場を転々とするも長続きせず。家事や日常生活動作が殆ど行われず､自宅はゴミ屋敷状態で入浴も殆どせず､家族の支援にて生活を維持。
H28年､同居していた主援助者である父が有料老人ホームへ入所。手続きが行えず､町役場保健師が介入。また､上記をきっかけとして生活状態が悪化していること､経済状態が不安定であることが発覚し､サービス利用の必要性が高いと判断され､就労継続支援B型｢コスモス園｣および､生活介護(通所型)利用を検討。同サービス利用の為の意見書作成を目的として､H28.8.31当院を初診。以後も診断書・意見書作成目的にて必要時当院を受診しており、薬物治療は行っていなかった。同居していた妹はH30年4月にGH「ほぞの2号」へ入居、母は同年秋頃に介護施設へ入所となり、その後は単身生活を送っていた。
B形就労「こすもす園」への通所を継続していたがR2年9月に自身の申し出で通所を辞め、以降はサービス利用せず生活していた。
R3年4月頃より「家にいるのが怖い」「大山さんが来る」と話し、4月11日の朝6時頃には近隣を徘徊する行為あり。翌12日にも公衆電話で毛布にくるまっているところを発見され警察介入を受けている。同日計画相談員が訪問すると、表情を固くして妄想様の言動が聞かれていた。精神症状の軽減目的、また、本人からも休養の希望があり同年4月13日当院1回目の入院。
　入院後は服薬開始となり比較的情動面は落ち着いている。4月22日東病棟から西病棟へ転出。移動後も情動面は落ち着いている。5月28日青山荘見学実施。6月2日、12日、29日体験利用実施。6月15日五戸町役場福祉課　齊藤様、三戸地方福祉事務所　担当者、計画相談　移山寮　関野様、青山荘　高橋氏、藤島氏、姉様、PSW、病棟看護師同席し、今後の方向性について会議を実施。
①青山荘宿泊型体験利用6/29（火）10：00～7/1(木）9：30予定
　　→布団はPSWでレンタルを依頼する予定
　　→宿泊体験利用問題なければ青山荘7月中旬入所で進めていく。
②町営住宅退去の流れ
　　→6/25（金）8：30～12：00移山寮関野様迎えにて町営住宅へ外出し、荷物の仕

　　　分け（青山壮に持参するもの破棄するもの）、修繕箇所チェックをする。（現地
集合：青山荘スタッフ、姉様、五戸町役場福祉課　齊藤様）
　　→修繕必要な際は業者2か所に見積もりを出してもらい、生活保護担当者へ依頼
（最大11万円の補助あり。）審査が下りるまで2～3週間かかる予定
　　→別日に再度外出し、荷物の撤去（修繕等行い、原状回復後に退去となる）、住
所変更（姉様の住所に転居）、郵便局で青山荘へ転送届を提出。
　　→退去時の荷物は姉様宅で預かる。
③現在母様、本人様の生活費は母様の通帳に一緒に振り込まれている為、8月より別々
に振り込んでもらう予定。
　　→青山荘は自立訓練施設の為、本人様が自分のお金のみ管理していく必要がある。
　　→病院退院時に母様の通帳は姉様にお渡しし、今後母様のは姉様が管理していく。
④母様老健入所中の料金を生活保護の為、支払い義務がないにも関わらず、2年4か
月ほど支払い請求してしまい、藤村様が支払いをしていた。そのため、67万円程
返金となる。母様の通帳に入る予定の為、本人様退去時の費用や今後の必要な物の
費用に充てるなど本人様と金銭については検討していく予定。
6月22日より服薬自己管理開始。7月20日青山荘へ入所予定。コロナワクチンについては本人・家族ともに希望あり(6月15日時点で接種券はまだ送られていないとのこと)。
